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（19）　十九世紀宣教師文書から見た客家（Hakka）

は
じ
め
に

　
客
家
と
い
う
名
称
は
、
　
通
常
．
、
O
二
①
ω
一
℃
8
且
o
．
、
又
は
．
、
ω
＃
き
－

の
R
、
．
と
訳
さ
れ
、
中
国
内
外
に
紹
介
さ
れ
て
き
た
漢
民
族
の
一
支

を
指
す
。
「
従
来
甚
だ
土
着
の
蔑
視
を
受
け
、
彼
を
漢
族
に
非
ざ
る

（
1
）

蟹
種
」
と
し
て
見
ら
れ
て
お
り
、
客
家
を
区
別
す
る
唯
一
の
方
法
は

　
　
　
　
　
（
2
）

そ
の
言
語
で
あ
る
と
は
言
う
も
の
の
、
客
家
の
生
活
に
つ
い
て
も
羅

東
（
嘉
鷹
州
一
帯
）
と
署
西
（
廣
西
東
部
、
昭
平
、
平
楽
一
帯
）
で

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

は
甚
だ
し
い
差
異
が
あ
り
そ
の
集
団
と
し
て
の
定
義
は
容
易
で
は
な

い
。
多
く
の
少
数
集
団
同
様
、
客
家
も
外
部
の
人
間
か
ら
根
拠
の
無

い
蔑
視
の
目
で
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
戦
前
の
日
本
人
に

よ
る
客
家
紹
介
と
て
例
外
で
は
な
い
。
例
え
ば
一
九
二
六
年
、
服
部

宇
之
吉
氏
の
『
支
那
の
国
民
性
と
思
想
』
の
中
に
も
客
家
に
触
れ
た

一
節
が
あ
る
。

　
　
　
廣
東
に
居
る
一
種
の
民
即
ち
客
家
（
西
洋
人
は
＝
接
蓋
と

　
　
　
綴
る
、
廣
東
音
で
左
様
に
呼
ぶ
）
は
民
國
前
ま
で
は
身
家
不

　
　
　
清
白
で
あ
っ
て
清
白
に
な
る
を
得
ざ
る
者
で
あ
っ
た
。
此
民

　
　
　
は
始
終
ボ
ー
ト
の
中
に
生
活
し
て
陸
上
に
生
活
せ
ぬ
、
歴
史

　
　
　
は
能
く
分
か
ら
ぬ
が
可
な
り
古
い
時
に
廣
東
に
移
っ
て
来
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
　
も
の
ら
し
い
（
後
略
）
。

　
∴
読
し
て
分
か
る
と
お
り
客
家
が
水
上
生
活
者
の
蛋
家
と
混
同
さ

れ
て
い
る
。
や
が
て
客
家
は
日
本
の
華
僑
事
情
紹
介
に
も
客
人
の
名

称
で
登
場
す
る
。
一
九
二
九
年
に
は
既
に
外
務
省
が
客
家
の
中
国
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

び
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
於
け
る
分
布
を
把
握
し
て
い
た
。

　
一
九
三
〇
年
、
山
口
縣
造
氏
が
雑
誌
『
東
洋
』
に
発
表
し
た
「
客

家
と
支
那
革
命
」
が
蛋
家
（
蛋
戸
）
と
客
家
の
混
同
を
正
し
、
且
つ
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中
国
国
内
の
客
家
の
分
布
、
太
平
天
国
、
辛
亥
革
命
と
客
家
人
の
関

わ
り
に
触
れ
、
当
時
の
国
民
党
、
共
産
党
要
人
に
多
数
の
客
家
人
が

存
在
す
る
と
し
て
そ
の
政
治
的
影
響
力
に
つ
い
て
述
べ
た
の
は
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
し
て
は
画
期
的
な
見
解
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
日
本
国
内
だ
け
で

も
客
家
に
関
す
る
記
述
は
蔑
視
、
少
数
民
族
と
の
混
同
等
毅
誉
褒
慶

が
錯
綜
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
混
沌
と
し
た
客
家
観
の
体
系
化
を
試

み
、
世
に
問
う
た
の
が
一
九
三
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
羅
香
林
氏
の

「
客
家
研
究
導
論
』
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
問
題
提
起
は
客
家
を
漢

民
族
の
一
支
と
す
る
主
張
に
あ
り
、
従
来
の
客
家
イ
コ
ー
ル
非
漢
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

族
論
に
反
論
し
た
意
義
は
大
き
い
。

　
一
方
客
家
自
身
の
目
己
像
は
、
中
川
學
氏
が
『
客
家
論
の
現
代
的

構
図
』
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
客
家
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
く
ら
い
客
家
中
国
人
に
は
強
烈
な
団
体
意
識
と
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

華
の
正
統
観
念
が
受
け
つ
が
れ
て
い
る
。
客
家
の
族
譜
も
そ
の
起
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

を
古
代
の
周
な
い
し
そ
れ
以
前
に
原
籍
を
立
て
る
例
ま
で
あ
り
、
こ

う
い
っ
た
族
譜
か
ら
事
実
を
割
り
出
す
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　
そ
れ
で
は
客
家
は
い
つ
頃
か
ら
そ
の
存
在
が
他
者
の
目
を
通
し
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
清
代
の
縣
志
や
地
理
誌
で
は
と
か

く
客
家
と
広
東
人
の
武
力
衝
突
（
械
闘
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
観
点
か
ら
客
家
を
扱
っ
た
史
料
と
し
て
西
洋
人
宣
教
師

の
著
書
や
報
告
書
に
着
目
す
る
と
示
唆
的
な
二
点
が
見
つ
か
る
。

各
々
の
文
献
は
順
次
紹
介
す
る
と
し
て
、
第
一
に
彼
等
が
来
華
し
て

比
較
的
早
い
時
期
（
一
八
三
〇
年
代
）
に
既
に
客
家
と
広
東
人
を
区

別
し
て
記
録
し
て
い
る
点
、
第
二
に
彼
ら
が
客
家
の
存
在
に
は
気
づ

き
つ
つ
も
必
ず
し
も
呼
称
が
国
導
匿
に
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

点
で
あ
る
。
西
洋
人
宣
教
師
は
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
を
頻
繁
に
往
復

し
、
本
土
の
中
国
人
と
東
南
ア
ジ
ア
の
中
国
居
留
民
の
双
方
を
観
察

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
か
、
縣
志
に
現
れ
な
い
貴
重
な
記
録

を
本
国
へ
の
報
告
書
と
い
う
形
で
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
羅
氏
は
『
客
家
研
究
導
論
』
の
中
で
客
家
を
世
に
知
ら
せ
た
ア
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

テ
ル
　
（
φ
い
囲
3
一
）
、
　
ダ
イ
ヤ
i
・
ボ
ー
ル
　
（
U
器
『
団
①
＝
）
と

い
っ
た
西
洋
人
の
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
彼
ら
が
客
家
を
知
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
更
に
彼
は
客
家
の
語
を

永
久
不
変
の
呼
称
に
よ
う
に
用
い
て
い
る
が
、
十
九
世
紀
の
英
文
に

よ
る
宣
教
師
文
書
に
当
た
っ
て
ゆ
く
と
、
後
述
す
る
よ
う
に
寓
畏
・

冨
の
語
は
十
九
世
紀
末
に
な
っ
て
や
っ
と
文
献
に
登
場
す
る
。
羅

氏
の
モ
デ
ル
に
範
を
と
り
、
客
家
と
い
う
明
確
な
ま
と
ま
り
を
も
っ

た
実
体
が
存
在
す
る
と
い
う
学
術
的
言
説
は
既
に
疑
問
視
さ
れ
て
久

（
U
）

し
い
Q

　
本
稿
は
清
代
の
来
華
西
洋
人
が
、
い
つ
頃
客
家
の
存
在
を
知
り
、
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（21）　十九世紀宣教師文書から見た客家（Hakka）

如
何
な
る
集
団
と
し
て
把
握
し
て
い
た
か
の
変
遷
を
検
討
し
、

客
家
像
の
一
端
を
描
い
て
み
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

広
東

西
洋
人
宣
教
師
の
初
期
伝
道
記
録
に
み
る
「
客
」
の
記
述

　
（
一
）
　
初
期
伝
道
中
に
現
れ
た
「
客
」

　
広
東
省
は
中
国
全
土
の
中
で
も
新
教
伝
道
に
お
い
て
は
最
も
古
い

歴
史
を
有
し
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
最
も
盛
ん
な
所
で
あ
っ

（
1
2
）た

。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
布
教
活
動
は
一
九
四
〇
年
の
時
点
で
カ
ソ

リ
ッ
ク
五
宗
派
に
対
し
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
三
十
五
宗
派
が
活
動
し

　
　
（
1
3
）

て
い
た
の
で
い
き
お
い
後
者
の
方
が
広
東
事
情
に
関
す
る
報
告
が
量

の
点
で
勝
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
情
の
下
、
本
論
も
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
の
資
料
を
中
心
と
し
て
議
論
を
進
め
て
い
る
点
を
予
め
断
っ
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
管
見
の
限
り
こ
う
し
た
宣
教
師
達
が
一
番
早
く
客
家
ら
し
き
集
団

に
言
及
し
た
の
は
清
初
に
遡
る
。
北
京
の
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師

が
台
湾
で
起
こ
っ
た
朱
一
貴
の
乱
（
一
七
二
一
年
）
に
関
し
、
叛
乱

軍
を
「
福
建
と
ケ
ウ
ミ
イ
（
囚
①
8
菖
）
の
漢
人
の
支
援
を
受
け
た

　
　
　
　
（
1
4
）

土
地
の
漢
人
」
と
書
簡
で
説
明
し
て
お
り
、
勿
論
囚
8
仁
昌
は
即

　
（
田
）

客
民
な
の
か
と
い
う
短
絡
的
な
結
論
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

湾
に
は
既
に
客
家
人
が
移
住
し
て
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。

　
初
め
て
の
来
華
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
官
薮
師
と
し
て
ロ
バ
ー
ト
・
モ

リ
ソ
ン
（
力
o
σ
①
ほ
ζ
o
巳
の
9
）
が
中
国
に
到
着
し
た
の
は
一
八
〇

七
年
、
嘉
慶
年
間
（
一
七
九
五
－
一
八
二
〇
）
で
広
東
を
除
け
ば
一

般
欧
米
人
の
入
国
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
時
代
だ
っ
た
の
で
来
華
宣
教

師
は
当
面
布
教
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
東
南
ア
ジ
ア
の
中
国
人
居
住
区
に

　
　
　
　
　
（
押
）

求
め
た
の
で
あ
る
。
布
教
上
の
必
要
か
ら
様
々
な
中
国
方
言
を
聞
き

分
け
、
操
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
宣
教
師
が
自
ず
か
ら
客
家
を
先
ず

一
つ
の
言
語
集
団
と
し
て
認
識
し
た
で
あ
ろ
う
事
は
想
像
に
難
く
な

い
。
注
目
す
べ
き
は
宣
教
師
が
当
初
閾
南
音
の
客
「
浮
鉾
国
び
魯
」

を
用
い
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
勿
論
「
客
」
も
そ
の
ま
ま
客
家
を
指
す
場
合
ば
か
り
で
は
な
い
の

で
、
こ
こ
で
客
を
定
義
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

客
の
名
を
冠
す
る
集
団
に
は
客
頭
、
水
客
な
ど
他
に
も
多
数
あ
り
、

時
に
は
雷
客
、
客
撞
な
ど
少
数
民
族
に
「
客
」
が
付
く
こ
と
も
あ
っ

て
「
客
」
は
常
に
客
家
の
同
義
語
で
は
な
い
。
た
だ
広
東
の
縣
志
で

は
主
に
省
の
東
北
部
で
、
潮
州
語
と
客
家
語
の
混
在
す
る
潮
州
や
、

「
純
客
家
語
圏
」
と
さ
れ
る
広
東
省
東
北
部
の
嘉
慮
州
か
ら
移
住
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

て
き
た
者
を
指
し
て
客
民
と
呼
ん
で
い
る
の
で
、
清
代
広
東
に
関
す

る
限
り
こ
う
し
た
地
域
の
出
身
者
を
客
家
語
話
者
と
考
え
て
も
差
し

支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
論
で
は
広
東
出
身
で
あ
り
な
が
ら
広
東
語
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以
外
の
言
語
を
話
し
た
り
、
広
東
東
部
の
出
身
者
な
ど
、
ほ
ぼ
客
家

語
圏
出
身
者
と
推
測
出
来
る
人
々
、
乃
至
明
確
に
＝
舞
匿
と
記
さ

れ
た
人
々
を
対
象
と
し
て
括
り
、
彼
等
が
如
何
な
る
集
団
と
し
て
捉

え
ら
れ
た
の
か
を
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

　
（
二
）
　
カ
ー
ル
・
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
の
客
家
紹
介

　
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
の
新
教
伝
道
と
客
家
の
接
点
を
考
え
る
に
当

た
り
、
数
多
く
の
宣
教
師
の
中
で
も
客
家
と
と
り
わ
け
深
い
関
わ
り

を
も
っ
た
の
は
元
来
オ
ラ
ン
ダ
伝
道
会
（
2
Φ
一
芸
角
一
塁
匹
ζ
訪
巴
8
－

鋤
Q
ω
0
9
①
な
）
　
に
属
し
て
い
た
カ
ー
ル
・
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
　
（
閑
震
一

〇
三
N
ξ
睦
　
一
八
〇
三
－
一
八
五
一
）
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
キ
リ
ス

ト
教
研
究
で
は
屡
々
名
の
挙
が
る
彼
も
、
客
家
と
の
関
わ
り
で
は
あ

ま
り
名
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ド
イ
ッ
生
ま
れ
の
彼
は
英
・
独
・

蘭
・
仏
語
に
通
じ
、
ア
ジ
ア
の
言
語
に
お
い
て
も
マ
レ
ー
、
シ
ャ
ム
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

ビ
ル
マ
語
に
聖
書
を
翻
訳
し
て
い
る
の
で
、
東
南
ア
ジ
ア
で
話
さ
れ

る
様
々
な
華
南
方
言
の
相
違
に
気
が
つ
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
彼

自
身
に
よ
る
英
文
著
書
で
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
が
最
初
に
客
家
と
お
ぼ
し
き

集
団
に
つ
い
て
触
れ
る
の
は
S
書
S
婁
§
ミ
9
↓
ミ
o
ぎ
旨
内
題

乏
§
恥
甦
書
9
8
ご
、
O
ミ
ミ
き
奏
題
飾
賊
O
o
誌
で
の
在
タ
イ
中
国

人
居
住
者
に
つ
い
て
触
れ
る
く
だ
り
で
あ
る
。

　
「
（
タ
イ
に
お
け
る
）
中
国
人
の
大
半
は
広
東
省
の
東
部
、
潮
州
府

（
O
富
o
〒
9
0
≦
－
8
0
）
か
ら
来
て
い
る
。
彼
ら
の
殆
ど
は
農
民
で

あ
る
が
も
う
一
つ
別
の
国
ま
乃
至
国
②
と
呼
ば
れ
る
人
々
は
主
に

　
　
　
（
2
0
）

工
匠
で
あ
る
」
と
記
し
、
更
に
同
書
後
半
で
は
海
豊
付
近
の
人
々
に

つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

　
「
我
々
は
ぼ
ろ
を
纏
い
、
生
活
必
需
品
に
も
事
欠
き
な
が
ら
陽
気

で
話
好
き
な
貧
し
い
人
々
と
長
話
を
し
た
。
彼
ら
は
住
民
が
広
東
の

他
の
い
か
な
る
地
方
よ
り
も
北
京
語
に
近
い
方
言
。
．
を
話
す
国
8

の
出
身
で
あ
る
。
彼
ら
は
勤
勉
な
耕
作
者
、
床
屋
、
鍛
冶
屋
、
大
工

で
あ
る
。
人
口
が
過
密
な
の
で
彼
ら
は
故
国
を
去
っ
て
外
国
、
特
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
赴
い
て
い
る
。
バ
ン
カ
島
と
ボ
ル
ネ
オ
で
は
主
と

し
て
鉱
夫
で
あ
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
バ
タ
ビ
ア
で
は
職
工
で
あ
る
。

彼
ら
は
台
湾
内
陸
部
の
大
半
に
居
住
し
、
床
屋
や
使
用
人
と
し
て
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

東
全
土
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
」

　
上
述
の
囚
ぎ
、
区
m
と
い
う
人
々
が
果
た
し
て
客
家
語
話
者
な
の

か
に
つ
い
て
は
多
少
時
代
が
下
が
る
が
一
九
三
〇
年
の
蘭
領
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
も
華
僑
の
主
な
出
身
地
で
あ
る
華
南
の
語
族
分
布
図
で

囚
冨
『
と
呼
ば
れ
る
人
々
と
＝
畏
ざ
を
同
義
語
と
し
て
扱
っ
て
い

る
オ
ラ
ン
ダ
の
報
告
が
あ
る
の
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
関
す
る
限
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

囚
旨
、
囚
四
が
客
家
の
同
義
語
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
後
に
ギ
ュ
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（23）　十九世紀宣教師文書から見た客家（Hakka）

ツ
ラ
フ
は
一
八
三
八
年
、
そ
の
著
書
O
ミ
蓉
9
§
＆
に
も
類
似
の

記
述
を
載
せ
て
い
る
。

　
「
広
東
か
ら
の
移
民
の
中
に
北
京
官
話
に
近
い
方
言
を
話
す
囚
8
－

↓
言
と
い
う
人
々
が
お
り
、
職
工
や
農
業
者
と
し
て
卓
越
し
て
い

る
が
、
商
業
に
は
殆
ど
従
事
し
て
い
な
い
。
彼
等
は
台
湾
内
陸
部
に

居
住
し
、
バ
ン
カ
で
は
鉱
夫
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
の
近
辺
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

あ
る
ボ
ル
ネ
オ
の
ポ
ン
テ
ィ
ア
ナ
ッ
ク
に
共
和
国
を
創
立
し
た
。
」

　
こ
こ
に
出
て
く
る
国
雷
1
一
ぎ
で
あ
る
が
、
結
論
か
ら
言
う
と
一

七
七
七
年
ポ
ン
テ
ィ
ア
ナ
ッ
ク
に
設
立
さ
れ
た
蘭
芳
公
司
は
確
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

嘉
鷹
州
人
の
鉱
山
労
働
者
を
中
心
と
し
た
組
織
で
あ
り
、
バ
ン
カ
、

ポ
ン
テ
ィ
ア
ナ
ッ
ク
と
台
湾
に
共
通
の
方
言
を
見
出
し
た
の
は
、
東

南
ア
ジ
ア
各
地
を
布
教
し
た
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
の
鋭
い
観
察
の
な
せ
る
業

で
あ
る
。

　
次
に
バ
ン
カ
の
中
国
系
鉱
夫
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
一
九

四
三
年
、
台
湾
銀
行
東
京
調
査
部
が
『
ス
マ
ト
ラ
概
観
　
其
四
ー

ス
マ
ト
ラ
の
鑛
業
』
の
中
で
触
れ
て
い
る
の
で
以
下
に
一
九
四
三
年

の
時
点
で
の
、
バ
ン
カ
に
お
け
る
錫
鉱
山
関
係
者
の
内
訳
を
示
し
て

み
た
。
（
表
－
　
参
照
）

　
こ
う
し
て
み
る
と
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
の
言
う
囚
曽
、
囚
の
は
ほ
ぼ
現
代

の
「
客
家
」
と
重
な
っ
て
い
よ
う
。
以
後
、
「
客
」
に
触
れ
た
記
録

と
し
て
中
国
初
の
英
文
刊
行
誌
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ッ
ト
リ
ー

（
以
下
O
刃
と
略
）
に
も
注
目
す
べ
き
記
事
が
見
受
け
ら
れ
る
。
一

八
三
九
年
、
ド
テ
ィ
　
（
鼻
U
o
昌
）
と
ポ
ー
ル
マ
ン
　
（
≦
脳
。
「
o
巳
ー

ヨ
雪
）
と
い
う
二
人
が
ボ
ル
ネ
オ
を
訪
れ
た
際
の
記
事
に
二
人
が

サ
ン
バ
ス
川
河
口
の
東
岸
、
一
マ
イ
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
プ
マ

ン
カ
　
（
害
ヨ
き
讐
讐
）
と
い
う
中
国
人
村
落
を
訪
れ
た
記
事
に
よ

る
と
、
こ
の
村
は
出
来
て
九
年
ほ
ど
に
な
り
、
村
長
に
会
見
し
た
時
、

彼
は
マ
レ
ー
語
が
拙
く
、
福
建
語
は
全
く
話
せ
な
か
っ
た
。
住
民
の

殆
ど
は
客
方
言
（
原
文
は
囚
ぎ
『
＆
鉱
Φ
9
）
を
話
し
、
そ
の
中
に

福
倦
人
（
福
建
の
福
倦
方
言
話
者
）
が
混
住
し
、
人
口
が
千
人
を
超

　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

え
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
更
に
サ
ン
バ
ス
の
住
民
は
百
五
十
人
あ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

り
で
殆
ど
が
客
方
言
を
話
す
商
人
で
、
モ
ン
ト
ラ
ド
で
も
客
語
が
話

　
　
　
　
　
（
2
7
）

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
触
れ
、
ポ
ン
テ
ィ
ア
ナ
ッ
ク
の
支
流
、
カ
マ

ン
ド
ー
ル
で
広
東
人
と
自
称
す
る
が
、
客
語
を
話
す
人
々
が
い
る
と

　
　
　
　
　
（
2
8
）

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
「
客
」
と
い
う
名
称
は
O
閃
の
読

者
で
あ
る
在
華
西
洋
人
の
共
通
し
た
認
識
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
一
八
四
七
年
、
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
の
依
頼
に
応
え
て
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ

ル
教
会
（
ζ
一
の
巴
0
5
曼
9
葺
Φ
ω
霧
冨
国
茜
口
α
q
Φ
＝
8
あ
O
O
一
Φ
蔓
）

か
ら
は
セ
オ
ド
リ
ー
・
ハ
ン
バ
ー
グ
　
　
（
↓
ゴ
8
匹
o
お
　
＝
”
ヨ
げ
震
閃

一
八
一
九
－
一
八
五
四
　
漢
名
韓
山
明
）
と
ル
ド
ル
フ
・
レ
ヒ
ラ
ー
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（25）　十九世紀宣教師文書から見た客家（Hakka）

　　　　　　　　　　　　表1　パンカ居住の華僑人ロ

僑生　移住先で生まれた中国移民

新客　新来の中国移民で特別に客家を指すわけではない

客家 広東人 広西人 杭州人 その他 不明 合計

僑生 19，733 5，654 3，031 2，749 24，758 55，904

新客 5，046 8，761 8，736 4，887 12，506 39，936

計 24，824 14，441 11，768 7，658 35，149 2，258 96，098

資料来源『スマトラ概観　其四　スマトラの鉱業』

墓海銀行東京調査　1943年　7〔）一71頁。

（
即
且
o
一
9
ピ
①
〇
三
震
　
｝
八
二
四
－
一
九
〇
八
漢
名
黎
力
基
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

二
人
の
宣
教
師
が
香
港
に
到
着
し
た
。
一
八
五
二
年
、
ハ
ン
バ
ー
グ

ら
は
専
ら
客
家
に
向
け
て
伝
道
す
る
旨
を
決
定
し
、
数
あ
る
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
宗
派
の
中
で
も
客
家
と
と
り
わ
け
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ

　
　
　
（
3
0
）

た
の
で
あ
る
。

ニ
　
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
（
美
国
公
理
会
）
の
初
期
客
家
認
識

　
（
｝
）
　
ピ
ー
タ
ー
・
パ
ー
カ
i
（
℃
o
酔
震
℃
費
屏
段
）
の
見
た
「
海

南
島
人
」

　
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
と
バ
ー
ゼ
ル
が
主
に
ド
イ
ッ
語
圏
の
宣
教
師
を
動
員

し
て
客
家
と
接
触
し
て
い
た
一
方
、
英
語
圏
で
は
前
述
の
モ
リ
ソ
ン

の
依
頼
を
受
け
て
一
八
三
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
（
美
国
公
理

（
3
1
）会

）
が
主
に
香
港
の
隣
接
地
で
あ
る
広
州
、
開
平
、
佛
山
、
赤
渓
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

香
山
で
活
動
を
開
始
し
て
い
た
。
広
州
一
帯
に
も
客
家
語
話
者
が
居

住
し
て
い
る
以
上
、
何
ら
か
の
交
渉
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
が
｝
八
二
七
年
か
ら
一
八
三
〇
年
代
前
半
に
わ
た
っ

て
既
に
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
と
も
交
渉
を
持
っ
て
い
た
様
子
は
、

ピ
ー
タ
ー
・
パ
ー
カ
ー
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
初
期
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

報
告
記
録
に
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
の
名
が
散
見
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
、

又
。
ハ
ー
カ
ー
自
身
、
そ
れ
と
知
ら
ず
に
客
家
と
接
触
し
た
可
能
性
が

105



矯
O
、図二清代の広東

撰．・耀磁鉱．．組鞭
県欝 鵜環・急轟燃。

蕎儀・櫓晶贔猶　 、

　　　　、09
0貴陽府

　　貴州

ノヘ》、ノヘが

、　広

一・一 境・国境

0省都
◎府治所在地

O州県所在地

南シナ海

◎　　　　慶遠府◎
洒城府　　　　　　　　　◎　　　　　O
　　　　　　　　　柳州府　O象州永安州

　　　　　　　　　　　　　武宣平南　　　州府！
　　　　　思恩府　　　　　　　　O　　回　●
◎　　　　　　◎　　　　薄州府◎桂平）　　　　，

織南ぎ府貴県欝撃讃露
　　　　　　‘銭認う・陸川磨魂

＼！煮．蓼．鮎轟1
ベトナ 恰浦》 遂蓉．島1電白

　　　　　　　　　　　　雷州府

トンキン湾
聞“

菊地秀明『広西移民社会と太平天国』風響社1998　13頁より

（
O
N
）
ゆ
硬
o
o
（
世
o
っ
O
O
N
）
世
雪
督
軒
ゆ
㎝
蕪
細
O
。
〇
一
蕪
縦
鰹
鯉
－



（27）　十九世紀宣教師文書から見た客家（Hakka）

あ
る
。
一
八
三
五
年
四
月
、
彼
は
海
南
島
人
の
ジ
ャ
ン
ク
を
訪
ね
た

際
の
報
告
書
に
「
（
私
が
接
し
た
海
南
島
人
の
言
語
は
）
福
建
の
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

れ
と
も
異
な
っ
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
。
広
東
に
在
住
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

パ
ー
カ
ー
は
当
然
広
東
語
が
話
せ
、
福
建
語
の
知
識
も
持
ち
合
わ
せ

て
い
た
の
で
広
東
語
で
も
福
建
語
で
も
な
い
言
語
を
判
別
出
来
た
の

　
　
　
（
3
6
）

で
あ
ろ
う
。
こ
の
海
南
島
の
人
々
に
関
心
を
抱
い
た
の
か
、
彼
は
更

に
同
年
九
月
の
記
録
で
も
海
南
島
人
の
生
活
に
触
れ
て
い
る
。

　
「
海
南
島
の
北
部
と
東
部
に
は
福
建
西
部
の
0
7
言
　
O
言
　
　
（
汀

州
？
）
か
ら
来
た
人
々
が
居
住
し
て
お
り
、
彼
ら
は
中
国
の
官
吏
に

よ
っ
て
治
め
ら
れ
て
い
る
。
（
中
略
）
（
彼
ら
が
）
勤
勉
で
、
進
取
の

気
性
に
富
み
礼
儀
正
し
い
人
々
で
あ
る
所
に
大
い
に
興
味
を
惹
か
れ

（
3
7
）

た
」
。

　
宣
教
師
と
中
国
人
の
接
触
に
当
た
っ
て
は
後
者
が
何
ら
か
の
援
助
、

保
護
を
求
め
て
接
近
す
る
事
例
が
よ
く
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
寧
ろ

・
ハ
ー
カ
ー
の
方
が
積
極
的
に
相
手
に
興
味
を
示
し
て
い
る
。
〇
三
⇒

O
ど
の
綴
り
を
即
汀
州
と
し
て
よ
い
か
否
か
に
つ
い
て
も
慎
重
な

検
討
を
要
す
る
が
、
福
建
西
部
で
こ
の
綴
り
に
相
当
す
る
地
名
は
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

に
こ
れ
と
い
っ
て
他
に
見
あ
た
ら
な
い
。
彼
ら
が
客
家
語
話
者
で

あ
っ
た
か
は
海
南
島
で
話
さ
れ
て
い
る
言
語
全
体
か
ら
判
断
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
時
代
は
か
な
り
下
が
る
が
、
一
九
三
九
年
日
本
の
同
島

に
於
け
る
漢
人
の
言
語
状
況
報
告
で
は
以
下
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て

い
る
。

　
憺
人
　
福
建
の
潭
州
及
び
泉
州
語
に
似
る

　
臨
高
人
　
臨
高
語
（
臨
高
は
海
南
島
に
あ
る
地
名
）

　
（
3
9
）

　
軍
人
　
普
通
の
支
那
語

　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

　
客
人
　
東
江
客
語

　
こ
の
よ
う
に
樟
州
及
び
泉
州
語
系
で
は
な
い
言
語
を
話
し
、
客
家

語
圏
で
あ
る
福
建
西
部
の
出
身
者
と
な
れ
ば
、
こ
れ
が
消
去
法
的
に

で
も
客
家
語
話
者
を
指
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。

　
客
家
の
存
在
を
大
々
的
に
内
外
に
知
ら
せ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
は
周
知
の
通
り
太
平
天
国
の
乱
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
も
在
華

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
の
客
家
認
識
に
は
未
だ
差
が
見
ら
れ
る
。

「
洪
秀
全
の
幻
想
（
↓
ぎ
ミ
甑
。
蕾
9
電
§
晦
1
の
誉
－
寡
ミ
§
）
」
を

著
し
た
バ
ー
ゼ
ル
の
ハ
ン
バ
ー
グ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
で

も
、
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
が
（
国
φ
卑
一
猪
ヨ
き
）
［
八
五
四
年
に
太
平

天
国
の
首
都
天
京
を
訪
れ
て
六
日
間
滞
在
し
、
彼
ら
の
政
体
、
社
会

的
規
律
に
つ
い
て
も
報
告
を
発
表
し
て
い
る
が
、
太
平
天
国
を
構
成

し
て
い
る
人
員
、
洪
秀
全
を
中
心
と
す
る
指
導
者
の
背
景
と
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
q
）

詳
細
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

　
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
と
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
関
係
者
の
観
察
に
共
通
し
て
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い
る
の
は
、
そ
の
言
語
故
に
広
東
語
話
者
と
も
福
建
語
話
者
と
も
異

な
る
集
団
の
存
在
に
気
づ
き
、
彼
等
の
出
身
地
と
思
わ
れ
る
地
名
で

彼
ら
を
定
義
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
が
、
た
だ
後
者
は
ま

だ
「
客
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
認
識
の
差
は
宗
派
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
寧
ろ
接
触
し
た
地
域
が
要
因
と
な
っ
て
る
よ
う
で
、

宣
教
師
な
ら
ず
と
も
東
南
ア
ジ
ア
の
華
僑
分
類
で
は
屡
々
明
確
に
広

東
人
と
「
客
（
区
『
輿
、
囚
魯
は
聞
南
方
言
音
）
」
が
区
別
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
稿
を
改
め
て
触
れ
た
い
が
、
実
は
広
州
一
帯
の
縣
志
で

「
客
」
の
語
が
頻
出
す
る
の
は
威
豊
年
間
（
一
八
五
｝
1
一
八
六
一
）

初
頭
以
後
な
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
宣
教
師
の
中
で
も
宗
派

や
活
動
地
域
を
超
え
た
「
客
家
」
に
対
す
る
共
通
の
認
識
は
ま
だ
完

全
に
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。

　
（
二
）
　
ア
イ
テ
ル
の
見
た
客
家
混
住
地
区
　
　
博
羅

　
一
八
六
五
年
、
後
世
客
家
の
紹
介
者
と
し
て
有
名
な
ア
イ
テ
ル

（
国
ヨ
①
陰
｝
顛
琶
）
が
前
述
の
バ
ー
ゼ
ル
教
会
を
脱
会
し
て
新
た
に

ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
（
ピ
o
且
9
蜜
一
の
ω
δ
9
曼
ω
0
9
Φ
身
）
に
加
わ

り
早
速
翌
年
一
月
に
は
博
羅
（
評
匹
o
）
か
ら
同
会
に
報
告
書
を
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

り
、
客
家
語
に
言
及
し
て
い
る
。
博
羅
は
バ
ー
ゼ
ル
教
会
の
ホ
ー
ム

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
も
言
え
る
広
東
東
北
部
と
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
の
そ

れ
で
あ
る
西
江
デ
ル
タ
の
中
間
を
繋
ぐ
東
江
下
流
に
位
置
し
、
言
わ

ば
土
・
客
の
力
関
係
が
伯
仲
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
ア
イ
テ
ル
の

博
羅
報
告
書
か
ら
客
家
に
関
す
る
部
分
を
抜
粋
し
て
み
よ
う
。

　
　
（
博
羅
で
）
最
初
に
定
住
し
て
土
地
の
権
利
を
我
が
物
に
し
て

　
　
き
た
自
ら
を
本
地
と
呼
ぶ
住
民
は
、
他
の
侵
入
者
－
福
建
か

　
　
ら
の
福
姥
と
客
家
1
に
対
し
、
四
世
紀
も
の
間
悲
痛
な
戦
い

　
　
を
続
け
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
二
民
系
は
実
際
の
所
言
語
風
俗
に

　
　
於
い
て
あ
た
か
も
サ
ク
ソ
ン
、
デ
ー
ン
、
ノ
ル
マ
ン
人
の
よ
う

　
　
に
本
地
と
互
い
に
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
（
中
略
）
分
布
に
つ

　
　
い
て
は
東
南
部
に
福
姥
、
東
北
部
に
客
家
が
支
配
的
で
あ
る
が
、

　
　
残
り
の
地
域
に
も
分
布
し
て
い
る
。
（
中
略
）
山
間
の
小
村
で

　
　
は
本
地
に
小
作
料
を
払
っ
た
り
、
大
き
な
村
に
な
る
と
本
地
と

　
　
闘
争
す
る
。
博
羅
は
客
家
が
本
地
、
福
姥
と
混
住
す
る
地
域
の

　
　
一
つ
で
、
客
家
の
言
語
風
俗
が
（
こ
の
中
に
）
混
在
し
て
い
る
。

博
羅
に
は
客
家
語
の
み
、
本
地
語
の
み
、
又
は
福
倦
語
の
み
が

話
さ
れ
る
集
落
が
あ
る
が
、
何
処
に
お
い
て
も
客
家
語
は
解
さ

れ
て
お
り
、
（
客
家
語
の
他
に
）
本
地
と
福
倦
が
解
さ
れ
る
地

域
も
あ
り
、
そ
こ
に
客
家
語
の
音
と
語
句
が
混
在
し
て
い
る
。

博
羅
の
縣
城
と
他
四
つ
の
大
き
な
町
で
話
さ
れ
て
い
る
方
言
は

本
地
で
も
福
倦
で
も
な
く
、
三
者
の
音
の
混
成
で
あ
る
が
、
面
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白
い
こ
と
に
本
地
の
声
調
だ
け
が
、
他
二
者
と
異
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
中
略
）

　
　
博
羅
に
お
け
る
住
民
の
特
色
は
客
家
の
そ
れ
に
共
通
す
る
も
の

　
　
　
　
粗
野
、
勤
勉
、
官
吏
の
権
威
に
対
す
る
強
烈
な
憎
悪
、
武

　
　
力
に
よ
っ
て
全
て
の
争
い
事
を
解
決
し
た
が
る
強
い
傾
向
1

　
　
が
あ
る
。
彼
ら
は
（
こ
れ
が
客
家
を
指
す
か
、
博
羅
住
民
を
指

　
　
す
か
は
不
明
瞭
）
普
通
泥
で
建
て
た
見
窄
ら
し
い
家
に
住
み
、

　
　
衣
服
も
粗
末
な
も
の
で
清
潔
な
住
居
や
こ
ざ
っ
ぱ
り
し
て
快
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

　
　
な
衣
服
よ
り
、
よ
い
食
事
の
方
を
渇
望
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
彼
が
客
家
語
に
注
目
し
て
い
た
の
は
、
元
バ
ー
ゼ
ル
教
会
所
属
と

い
う
背
景
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
多
少
方
言
の
差
こ
そ
あ
れ
、
客
家

語
の
均
一
性
が
、
何
処
で
活
動
し
よ
う
と
も
布
教
の
便
に
供
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

い
う
実
利
的
な
背
景
も
見
逃
せ
な
い
。
取
り
わ
け
一
八
八
○
年
代
以

降
ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
の
博
羅
に
関
す
惹
報
告
書
に
は
＝
畏
ζ
の
語

　
　
　
　
（
4
5
）

が
散
見
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
東
南
ア
ジ
ア
の
「
客
」
と
は
異

な
り
＝
畏
匿
の
語
は
博
羅
な
ど
、
客
家
語
話
者
が
数
多
く
存
在
し

た
広
東
東
部
で
宣
教
師
が
採
取
し
た
可
能
性
が
大
き
く
、
そ
こ
に
は

客
家
を
専
門
に
布
教
し
た
バ
ー
ゼ
ル
の
影
響
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

三
　
客
家
に
対
す
る
認
識
の
広
が
り

　
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
で
、
パ
ー
カ
ー
の
後
に
客
家
に
関
す
る
と
思

わ
れ
る
記
述
が
現
れ
る
の
は
皿
八
四
八
年
、
ダ
イ
ヤ
ー
・
ボ
ー
ル

（
∪
鴫
o
『
ω
巴
一
）
に
よ
る
報
告
書
で
周
囲
の
中
国
人
に
つ
い
て
、
「
異

な
る
方
言
を
話
す
故
に
あ
る
意
味
で
よ
そ
者
（
原
文
は
8
量
讐
－

R
ω
）
で
あ
り
、
省
の
東
北
か
ら
来
て
、
広
東
人
よ
り
も
外
国
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

対
し
て
友
好
的
で
あ
る
↓
8
0
冨
名
人
」
と
述
べ
て
い
る
行
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
の
報
告
に
共
通
し
て
い
る
の

は
広
東
語
話
者
と
も
福
建
語
話
者
と
も
違
う
人
々
を
把
握
し
よ
う
と

し
て
い
る
点
で
あ
る
が
、
同
派
が
広
東
発
の
報
告
書
で
初
め
て
客
家

と
い
う
言
葉
を
使
う
の
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ハ
ー
ガ
i
（
O
鼠
ユ
窃

力
o
富
ほ
国
畠
貰
）
が
一
八
八
六
年
陽
江
（
網
雪
閃
ぎ
口
α
q
）
か
ら

送
っ
た
書
簡
で
「
二
十
二
年
程
前
、
客
家
（
中
国
人
の
一
支
族
で
、

北
方
か
ら
来
た
侵
入
者
と
見
な
さ
れ
て
い
る
）
が
こ
の
付
近
の
村
々

を
破
壊
し
、
そ
の
痕
跡
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
も
の
で

（
4
7
）

あ
る
。

　
ハ
ー
ガ
ー
は
ス
イ
ス
生
ま
れ
で
米
国
に
帰
化
し
、
在
米
の
ド
イ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

組
合
教
会
員
か
ら
助
手
を
募
っ
た
り
ア
イ
テ
ル
と
交
渉
が
あ
っ
た
様

　
　
　
（
4
9
）

子
が
窺
え
、
バ
ー
ゼ
ル
と
の
関
係
も
あ
っ
て
以
前
の
ア
メ
リ
カ
ン

109



一橋論叢　第130巻　第2号　平成15年（2003年）8月号　（30）

ボ
ー
ド
の
宣
教
師
に
比
べ
る
と
、
客
家
に
つ
い
て
詳
し
い
知
識
を
得

る
下
地
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
と
か
く
断
片
的
だ
っ
た
ア
メ
リ
カ
ン

ボ
ー
ド
の
客
家
認
識
が
バ
ー
ゼ
ル
と
よ
り
密
接
な
交
渉
を
持
つ
ハ
ー

ガ
ー
の
時
代
に
な
っ
て
多
少
な
り
と
も
粥
瞼
的
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
雑
多
な
名
称
で
し
か
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
客
家
を
、

「
海
峡
で
は
囚
『
魯
な
い
し
囚
魯
（
訳
注
　
因
7
畏
、
民
魯
は
閲
南

方
言
音
）
の
名
で
知
ら
れ
、
汕
頭
と
度
門
の
発
音
は
記
畏
（
訳
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

広
東
語
、
客
家
語
共
に
発
音
は
国
畏
）
で
あ
る
」
、
と
世
に
知
ら
せ

た
の
は
ダ
イ
ヤ
ー
・
ボ
ー
ル
の
著
書
↓
ミ
諾
の
O
ミ
謹
鴇
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
は
｝
八
三
〇
代
初
頭
の
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
に
よ
る
客
家
発
見
か
ら

同
書
が
出
版
さ
れ
る
一
八
九
三
年
ま
で
お
よ
そ
六
十
年
の
年
月
を
要

し
て
い
た
。

　
客
を
属
爵
と
発
音
す
る
の
は
客
家
語
も
広
東
語
も
同
様
だ
が
、

ギ
ュ
ツ
ラ
フ
ら
が
記
し
た
囚
旨
、
民
ρ
、
因
『
警
は
閲
南
語
で
あ
り
、

西
洋
人
は
専
ら
福
建
人
の
認
識
を
介
し
て
客
家
を
知
っ
た
事
に
な
り
、

何
故
専
ら
閾
南
音
ば
か
り
記
録
さ
れ
て
い
る
の
か
は
更
な
る
考
察
が

必
要
で
あ
る
。

む
す
び

ギ
ュ
ツ
ラ
フ
は
客
家
伝
道
の
。
ハ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
な
が
ら
生
前
そ

の
英
文
著
書
で
は
専
ら
ス
田
や
囚
爵
の
語
を
用
い
て
い
る
。
同
時

代
の
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
関
係
者
も
永
ら
く
明
確
な
名
称
を
用
い
て

い
な
い
。
只
両
者
に
共
通
し
て
い
る
の
は
東
南
ア
ジ
ア
の
客
語
話
者

の
存
在
を
把
握
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
一
方
、
客
家
語
圏
の
一
つ
で

あ
る
潮
州
で
は
、
時
代
を
少
し
遡
っ
た
乾
隆
年
間
（
一
七
三
六
－
一

七
九
五
）
の
『
潮
州
府
志
』
に
も
ま
だ
「
客
」
の
記
述
は
見
あ
た
ら

（
5
1
）

な
い
。
乾
隆
・
嘉
慶
年
間
の
中
国
官
憲
は
ま
だ
「
客
」
の
存
在
に
対

し
て
も
ま
だ
殊
更
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
宣

教
師
と
「
客
」
に
関
す
る
呼
称
の
関
係
を
図
三
に
ま
と
め
て
み
た
。

　
一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
囚
Φ
げ
は
主
に
東
南
ア
ジ
ア
で
の
呼
称

で
あ
り
、
中
国
本
土
で
十
九
世
紀
末
に
や
っ
と
ド
イ
ッ
語
圏
出
身
者

を
中
心
と
し
て
＝
異
惹
の
名
称
が
使
わ
れ
始
め
て
い
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
中
国
側
の
史
料
で
客
の
名
が
頻
繁
に
登
場
す
る

の
は
土
・
客
の
械
闘
が
激
化
し
た
威
豊
年
間
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
後
、

太
平
天
国
が
き
っ
か
け
で
客
家
は
更
に
中
国
内
外
か
ら
注
目
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
そ
れ
に
先
行
し
て
一
八
三
〇
年
代
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
の

バ
ン
カ
や
ポ
ン
テ
ィ
ア
ナ
ッ
ク
等
で
客
家
語
話
者
が
大
勢
を
占
め
る

居
住
地
を
築
い
た
の
と
、
広
東
語
や
福
建
語
と
も
異
な
る
言
語
で
西

洋
人
宣
教
師
の
注
目
を
集
め
た
こ
と
が
西
洋
人
に
よ
る
客
家
研
究
の

発
端
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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図三　客家布教に携わったプロテスタント宣教師関係図
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匿
o
■
■

，
o
■

■■　交流あり

交流あり ■
■
1

■

■
一

一
■
■

（且865年よりバーゼルを脱会してロン
■
■
■
1

■
■
■
o

ドン伝道会LondonM且sslonarySocIeyへ）

，
I
I
I

，
I
I
I

■■1交流あり

1
■
1

：・Char且esRobedHegar（1880頃ワスイス

一
l
I
l
■

1
■
一
1
一

出身で米国に帰化 ABCFM）

o 1

830年
I
I
■

　　一
　■850　一 1880年

Keh，照hなどr客』の音と思われる
：
o

■
I
I

名称を使用 o
唇

■
■
1

9
0

■
● ギュツラフから

・Karl　Gutzhff（1827　当初オランダ伝道
o
●
● 客家への伝道を以来

会、後に無所属）　・一一一一一一・一” 　　　1
　　一　　一　　一　　一　 一

WJ。Pomman（1838ABCFM）

東南アジァ

（　）の中は入華年代及び宗派

・ドイツ語話者

特に印の無い人名は英語話者である

＊出e㎞cnc㎝Bo肛d　ofCo㎜lssloners　fDrForelgn　M且sslonsの略。中国名は美国公理会という米国

の海外布教団体の名称である。
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一橋論叢　第130巻　第2号　平成15年（2003年）8月号　（32）

（
1
）
　
彰
阿
木
「
客
家
の
研
究
」
（
『
支
那
研
究
』
二
十
三
号
、
一
九
三

　
〇
年
）
、
一
四
五
頁
。

（
2
）
　
外
務
省
情
報
部
編
集
『
支
那
民
族
史
』
一
九
二
七
年
、
三
三
一

　
頁
。

（
3
）
　
彰
阿
木
「
客
家
の
研
究
」
（
『
支
那
研
究
』
　
第
二
十
二
号
、
　
一

　
九
三
〇
年
）
、
七
十
七
頁
。
ま
た
現
代
の
文
化
人
類
学
的
視
点
か
ら

　
の
研
究
と
し
て
、
瀬
川
昌
久
氏
の
『
客
家
　
華
南
民
族
と
そ
の
エ
ス

　
ニ
シ
ィ
テ
ィ
』
（
風
響
社
、
　
一
九
九
三
年
）
第
一
章
を
参
照
さ
れ
た

　
い
。

（
4
）

　
年
、

（
5
）

（
6
）

　
号
、

（
7
）

　
一
九
三
三
年
、

（
8
）

　
中
国
叢
書

（
9
）

（
1
0
）

（
H
）

服
部
宇
之
吉
『
支
那
の
国
民
性
と
思
想
』
京
文
社
、
　
一
九
二
六

二
十
三
頁
。

外
務
省
通
商
局
『
華
僑
ノ
研
究
』
一
九
二
九
年
、
八
十
九
頁
。

山
口
縣
造
「
客
家
と
支
那
革
命
」
（
「
東
洋
』
第
三
十
三
期
十
月

一
九
三
〇
年
）
。

羅
香
林
「
客
家
研
究
導
論
』
上
海
文
藝
出
版
社
、
影
印
本
初
版

　
　
　
　
七
－
八
頁
。

中
川
學
「
客
家
論
の
現
代
的
構
図
』
ア
ジ
ア
政
経
学
会
　
現
代

　
　
　
一
九
八
○
年
、
二
頁
。

中
川
學
、
前
掲
書
、
四
十
三
ー
四
十
四
頁
。

羅
香
林
、
前
掲
書
、
四
頁
。

瀬
川
昌
久
、
前
掲
書
、
三
十
一
頁
。

（
1
2
）
　
墓
湾
総
督
府
外
事
部
、
嘉
清
縮
督
府
外
事
部
調
査
第
九
十
二

　
（
一
般
部
門
第
十
四
）
「
南
支
那
綜
寛
』
一
九
四
三
年
、
四
五
一
頁
。

（
1
3
）
　
『
南
支
那
綜
覧
』
四
四
九
－
四
五
〇
頁
、
四
六
四
頁
。

（
1
4
）
　
矢
沢
利
彦
「
イ
エ
ズ
ス
会
士
中
国
書
簡
集
四
　
社
会
編
』
平
凡

　
社
　
東
洋
文
庫
二
三
〇
、
一
九
七
三
年
、
一
〇
一
、
一
〇
三
頁
。

（
1
5
）
　
清
代
広
東
で
は
客
家
は
屡
々
客
民
と
も
称
さ
れ
て
い
た
。

（
1
6
）
　
陳
運
棟
『
台
澱
的
客
家
人
』
盛
原
出
版
社
　
一
九
八
九
年
、
九

　
十
六
－
一
一
二
頁
。

（
1
7
）
　
日
本
基
督
教
団
出
版
局
『
ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
』
　
一
九

　
九
一
年
、
一
四
二
－
一
四
八
頁
。

（
1
8
）
　
『
増
城
縣
志
』
、
嘉
慶
庚
午
重
修
　
巻
一
ー
九
　
客
民
。

（
1
9
）
　
都
田
恒
太
郎
、
『
・
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
と
そ
の
周
辺
　
　
中

　
国
語
聖
書
翻
訳
史
1
』
教
文
館
、
一
九
七
四
年
　
二
六
二
頁
。

（
2
0
）
　
O
旨
N
一
曳
胤
弘
ミ
§
ミ
o
、
↓
ミ
o
ぎ
遙
題
。
。
ミ
o
鑓
ミ
鳴
9
扇
ε
、

　
O
ミ
き
9
き
N
c
o
縛
や
』
艶
婚
　
℃
b
O

（
2
1
）
　
O
葺
』
鉱
｛
」
互
ρ
巳
鵠
O
ミ
謹
し
っ
鳴
為
魯
8
§
港
（
以
下
O
力

　
と
略
）
＜
〇
二
〇
三
N
鼠
駿
．
ε
2
ヨ
巴
ζ
塁
一
。
。
ω
N
も
b
9

（
2
2
）
　
ぎ
寒
。
う
ミ
畿
轟
這
憩
b
亀
』
ミ
、
O
§
旨
ω
黛
這
零
き
ミ
恥
≧
鳴
き
－

　
鳴
哉
§
勢
ミ
盛
跨
U
o
冨
耳
Φ
ヨ
Φ
馨
く
壁
国
8
8
邑
ω
o
ぎ
N
畏
o
コ

　
一
8
㎝
切
讐
ロ
く
言
ロ
o
o
S

（
2
3
）
　
0
5
N
一
鉱
抽
O
ミ
講
O
》
§
匿
、
ミ
b
詠
黛
趣
亀
ミ
鳴
8
0
言
閃
ミ
ー

　
暮
8
臼
。
。
8
貸
O
霧
3
§
勲
ミ
籍
§
箋
9
』
房
嚇
ミ
§
貸
誉
q
ミ
誌
し
。
、
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（33）　十九世紀宣教師文書から見た客家（Hakka）

　
9
ミ
ミ
箋
量
裳
§
§
ミ
画
憩
蒔
8
き
～
ミ
賊
魯
ミ
譜
§
塁
蕊
負
。
、

　
き
鳴
O
ミ
謹
器
肉
ミ
営
蔵
知
o
〈
一
ω
巴
ξ
9
①
力
①
く
■
＞
コ
0
3
≦
刃
Φ
①
ρ

　
U
b
臼
い
o
p
α
o
登
o
り
∋
一
9
田
q
巽
ゆ
昌
α
O
o
甲
O
㎝
曽
O
o
ヨ
三
一
＝
o
o
o
o
o
o
　
↓
o
■

　
℃
o
の
β
9
蜜
o
｛
〇
三
g
写
8
Φ
『
，
国
を
雪
ひ
q
↓
肇
閃
零
o
＜
ぎ
8
℃
■

　
一
ω
N

（
2
4
）
　
一
七
七
七
年
、
ボ
ル
ネ
オ
の
ポ
ン
テ
ィ
ア
ナ
ッ
ク
で
広
東
省
嘉

　
磨
州
出
身
の
羅
芳
伯
が
鉱
山
労
働
者
を
中
心
と
し
た
共
和
制
を
と
る

　
自
治
政
府
を
設
立
し
、
彼
は
大
統
領
に
当
た
る
大
唐
総
長
に
就
任
し

　
て
い
る
。
詳
し
く
は
羅
香
林
「
西
婆
羅
洲
羅
芳
伯
等
所
建
共
和
国

　
考
』
中
國
學
社
（
一
九
六
一
年
）
を
参
照
。

（（（（（29　　28　　27　　26　　25

）））））

　
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
伝
』
発
行
所
不
明
、

　
蔵
、
五
十
二
頁
。
『
香
港
崇
眞
會
香
箕
溜
崇
眞
堂
開
基
一

　
紀
年
特
刊

　
基
督
教
在
華
爽
展
史
文
鰍
部
所
蔵

（
3
0
）

　
テ
ィ
ス
ト
大
学

（
3
1
）

O
刀
＜
o
一
≦
一
＝
。
。
ω
。
↓
o
ξ
言
国
o
旨
①
o
℃
呂
。
。
ω
山
。
。
“
，

0
勾
前
掲
書
、
署
・
認
轟
山
c
。
9

0
勾
前
掲
書
、
P
8
タ

O
勾
前
掲
書
、
P
G
o
O
N

亀
谷
荘
司
、
「
最
初
に
聖
書
を
日
本
語
に
翻
訳
し
た
カ
ー
ル
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
七
年
、
青
山
学
院
大
学
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
周
年

　
　
　
一
八
六
二
－
一
九
七
七
』
香
港
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
頁
参
照
。

『
崇
眞
會
百
週
年
紀
念
特
刊
』
湯
兆
霊
牧
師
存
本
、
香
港
バ
プ

　
　
　
　
匠
樹
鴻
図
書
館
所
蔵
、
出
版
年
不
明
　
九
十
三
頁
。

ア
メ
リ
カ
ン
・
ポ
ー
ド
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ナ

　
ル
・
チ
ャ
ー
チ
派
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
海
外
伝
道
機
関
で
、
　
一
八

　
一
〇
年
に
、
そ
の
海
外
伝
道
機
関
（
＞
ヨ
o
言
き
切
8
邑
9
0
0
箏

　
ヨ
一
ω
ω
δ
器
凄
8
『
問
o
冨
蒔
昌
ζ
一
霧
一
〇
器
）
が
設
立
さ
れ
た
。
同
派

　
は
モ
リ
ソ
ン
の
所
属
し
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
（
い
o
呂
8
ζ
甲

　
ω
δ
き
q
ω
0
9
0
¢
）
の
姉
妹
団
体
で
も
あ
る
。
都
田
恒
太
郎
、
前

　
掲
書
、
六
十
三
－
六
十
四
頁
参
照
。

（
3
2
）
　
梁
家
麟
「
廣
東
基
督
教
教
育
　
一
八
〇
七
至
］
九
五
三
年
』
建

　
道
神
學
院
　
｝
九
九
三
年
、
八
○
頁
。

（
3
3
）
　
本
論
で
取
り
上
げ
る
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
の
報
告
書
は
正
式
名

　
称
を
b
§
箋
。
6
皇
ミ
Q
』
§
鳴
註
ら
§
切
o
ミ
犠
9
9
ミ
ミ
帖
鴇
ご
謹
あ

　
、
ミ
、
ミ
鳴
蒔
譲
ミ
剛
鴇
8
義
、
ミ
帆
恥
詮
§
ミ
o
出
い
貴
の
o
ミ
》
O
ミ
ミ
ミ
帯

　
詮
§
　
＞
切
O
一
。
φ
o
。
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ホ
ー
ト
ン
図
書
館
、
東
京

　
女
子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
所
蔵
）
と
言
い
、
］
九
七
七
年
ハ
ー

　
バ
ー
ド
・
イ
エ
ン
チ
ン
研
究
所
に
客
員
教
授
と
し
て
滞
在
中
で
あ
っ

　
た
中
川
學
氏
が
閲
覧
し
、
そ
の
教
示
を
得
て
筆
者
も
閲
覧
し
た
。
こ

　
の
文
書
は
全
て
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
論
で

　
は
リ
ー
ル
番
号
で
記
載
す
る
。
力
o
o
一
謡
O
⇒
P
O
嵩
ρ
0
6
8
0
曽
O
噌

　
O
謡
一
山
曽
O
駆
。
㎝
P
8
2
一
8
0
轟
l
q
一
〇
卜
。
雪
I
o
。
、
O
卜
。
刈
一
、
O
卜
。
o
。
ω
一
〇
N
o
。
ρ
8
0
。
o
。
、

　
O
N
O
ρ
8
㊤
♪
O
ω
O
轟
。

（
3
4
）
　
刃
Φ
①
園
困
コ
ρ
8
0
0
0
　
あ
ω
思
き
（
一
〇
。
翫
）
参
照
。

（
3
5
）
　
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ペ
ン
ス
著
　
三
石
善
吉
訳
『
中
国
を
変
え
た

　
西
洋
人
顧
問
§
O
訟
§
題
O
ミ
蓉
モ
塁
慰
§
ふ
概
ミ
題
試
き
O
ミ
蓉
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一
亀
㌣
這
竃
』
（
講
談
社
、
　
一
九
七
五
年
）
、
五
十
五
－
五
十
七
、
六

　
十
三
－
⊥
ハ
十
四
頁
、
六
十
八
頁
。
原
著
は
ω
冨
ま
ρ
一
9
冨
些
貰

　
9
0
急
§
鷺
O
ミ
ミ
ミ
翁
鷺
§
ム
亀
覧
も
。
異
助
言
O
ミ
ミ
曳
亀
♀
這
竃

　
頃
o
の
8
戸
⇒
〇
三
ρ
［
」
一
二
p
頃
『
o
毛
コ
帥
＆
O
o
ヨ
冨
昌
一
〇
8
。

（
3
6
）
　
刀
Φ
巴
N
O
㎝
コ
9
0
㎝
三
。

（
3
7
）
　
刀
8
三
ま
コ
9
8
田
原
文
に
は
＝
巴
ー
Z
雪
（
ω
2
夢
ω
雷
）
と

　
あ
る
。

（
3
8
）
　
汀
州
は
福
建
の
西
北
部
に
位
置
し
こ
の
地
も
客
家
語
圏
で
あ
る
。

　
羅
香
林
「
客
家
源
流
考
」
（
香
港
崇
正
縄
會
編
印
『
香
港
崇
正
網
會

　
三
十
週
年
紀
念
特
刊
』
　
一
九
五
十
年
）
、
五
十
七
頁
、
客
家
分
布
地

　
圖
参
照
。

（
3
9
）
　
こ
こ
で
言
う
軍
人
は
軍
話
と
い
う
福
建
省
武
平
方
言
の
話
者
を

　
指
し
て
い
る
。
薬
鱗
『
汀
江
流
域
の
地
域
文
化
に
関
す
る
研
究
』
一

　
橋
大
学
、
言
語
社
会
研
究
科
博
士
論
文
　
二
〇
〇
〇
年
、
二
十
五
ー

　
二
十
六
頁
。

（
4
0
）
東
亜
研
究
所
第
一
部
自
然
科
學
班
「
海
南
島
ノ
農
業
（
附
海
南

　
島
日
誌
）
』
一
九
三
九
年
、
六
十
六
頁
。

（
4
1
）
　
§
鳴
≧
ミ
ミ
O
ミ
蓉
鴫
箋
ミ
9
摯
§
讐
ミ
、
ω
ミ
ミ
欝
紀
｝
冒
ぞ

　
ト
。
N
且
」
o
。
躍
く
o
一
■
一
く
、
Z
9
卜
。
O
c
。
。

（
4
2
）
　
q
§
§
蔑
む
、
ミ
ミ
ミ
ミ
蹄
詮
§
』
§
ミ
竃
。
う
矯
覗
1
』
詮
も
§

　
ミ
8
誉
喬
。
ぎ
ト
o
ミ
§
ミ
傍
訟
。
蓉
遷
の
0
9
⑩
電
の
o
ミ
鳶
O
ミ
ミ
、
醤
－

　
8
ミ
き
頭
　
忠
§
鳶
　
（
米
国
イ
エ
ー
ル
大
学
神
学
部
図
書
館
所
蔵
、

　
以
下
［
ζ
ω
報
告
書
と
略
）
一
。
。
O
。
。
1
一
〇
。
。
。
一
を
新
た
に
整
理
、
要
約
し

　
た
目
次
に
よ
る
。

（
4
3
）
　
一
ζ
ω
報
告
書
コ
o
ぎ
Z
ρ
誌
O
。

（
4
4
）
　
『
赤
渓
縣
志
』
呉
道
鋳
署
　
一
九
二
〇
年
、
巻
二
　
輿
地
下
方

　
言
十
四
参
照
。

（
4
5
）
　
［
ζ
ω
報
告
書
コ
9
。
Z
ρ
ミ
o
。
。

（
4
6
）
　
刀
①
〇
一
謡
o
o
Z
o
b
㎝
O
o
o
。

（
4
7
）
　
勾
①
巴
霧
。
Z
o
b
誌
。
。
『
高
州
府
志
』
（
清
光
緒
十
五
年
）
巻
五

　
十
一
　
紀
述
四
　
事
紀
七
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
8
）
　
刀
①
①
一
N
①
ω
Z
ρ
0
8
。

（
4
9
）
　
一
σ
一
9
0
一
鼻
O
一
①
。
響
O
一
〇
。
b
。
讐
O
N
。
。
，
。
曽
。
。
響
。
b
。
轟
P
。
卜
。
。
b
。
曾
。
㎝
響
8
0
。
9

　
8
0
0
0
菊
①
①
南
2
Z
ρ
O
①
一
〇
。

（
5
0
）
　
O
鴫
R
田
＝
し
，
↓
ミ
轟
の
O
ミ
謹
器
b
o
職
諾
≧
。
誤
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